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１ マスタープラン策定の主な経過 

 

年 月 日 事  項 内   容 

2020（令和 2）

７．２０ 

宇治市都市計画審議会へ

諮問 

１．次期宇治市都市計画マスタープランの策定 

２．部会設置（宇治市都市計画マスタープラン検討部会） 

     8．4 第 1 回検討部会 

１．検討部会について 

２．策定の経緯と検討の主な視点 

３．全体スケジュールについて 

9．7 第 2 回検討部会 

１．宇治市の地勢について       

２．検証・評価について（全体構想）   

３．課題と方向性について（全体構想）  

10．19 第 3 回検討部会 

１．宇治市の都市構造について               

２．宇治市の人口等について                 

３．マスタープランの方向性に必要な項目について   

１２．２ 第４回検討部会 
１．全体構想（原案）について 

２．市民参画の手法について    

2021（令和 3） 

1． 20 
第 5 回検討部会 

１．全体構想（原案）について  

２．市民参画の手法について 

２．８ 
宇治市都市計画審議会へ

中間報告 

１．次期宇治市都市計画マスタープランの策定について 

（中間報告） 

３．１１ 第 6 回検討部会 

１．全体構想（原案）について 

２．部門別方針について 

３．市民参画の手法について   

４．１５ 第 7 回検討部会 

１．部門別方針（案）について 

２．全体構想（部会案）について           

３．全体構想のパブリックコメント（案）について   

４．地域別構想の進め方について  

５．７ 
宇治市都市計画審議会へ

中間報告 
１．次期宇治市都市計画マスタープランの策定について 

５．２４ 

～６．３０ 

市民意見募集 

（パブリックコメント） 

全体構想に対する意見募集 

意見者数：２３人、意見数：９２件 
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年 月 日 事  項 内   容 

６．２４ 第 8 回検討部会 

１．まちづくりの成果について 

２．地域づくりの基本方針（素案）について 

３．地域の特徴及び現状と課題について 

     ７．１９ 第 9 回検討部会 

１．全体構想パブリックコメントの結果について 

２．地域別構想（部会原案）について   

３．まちづくりオープンハウスについて  

８．２３ 
宇治市都市計画審議会へ

中間報告 
１．次期宇治市都市計画マスタープランの策定について 

１０．１２ 

～１１．１１ 

都市計画まちづくりオー

プンハウス＆意見交換会 

会場参加者数：延べ２８８名 

オンラインアンケート回答者数：１０名 

１２．8 第 10 回検討部会 

１．地域意見交換の結果について  

２．マスタープラン（部会最終案）について  

３．評価・検証（案）について 

2022（令和 4） 

１．１９ 

宇治市都市計画審議会よ

り答申 
１．次期宇治市都市計画マスタープランの策定について 

２．１０ 

～３．１４ 

市民意見募集 

（パブリックコメント） 

マスタープラン最終案に対する意見募集 

意見者数：１９人、意見数：５１件 

４．２７ 
宇治市都市計画審議会へ

付議 
１．宇治市都市計画マスタープランについて（答申） 
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２ 宇治市都市計画マスタープラン検討部会委員名簿 

 

（ 令 和 2. 7 委 嘱 ）  

氏  名 役   職 摘  要 

岡 田  憲 夫 京都大学 名誉教授  

小 出  純 子 
建築設計事務所 

ジェイズ・アトリエ代表 
 

後 藤  正 明 ㈱シティプランニング 代表取締役  

多々納 裕一 京都大学防災研究所 教授 部 会 長 

野 田  崇 関西学院大学法学部 教授  

森  正 美 京都文教大学総合社会学部 教授 職務代理者 

山 本  直 彦 
奈良女子大学研究院  

生活環境科学系 准教授  
 

（五十音順）                                           
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３ 用語集〔五十音順〕 

 

  あ 行     

● 宇 治 川 太 閤 堤 跡  

 平 成 19 年 に 宇 治 橋 下 流 の 宇 治 川 右 岸 で 発 見 さ れ た 遺 跡 で 、 豊 臣 秀 吉

が 命 じ て 造 営 さ れ た 宇 治 川 の 旧 護 岸 。 平 成 21 年 7 月 に 国 史 跡 と し て 指

定 さ れ て い る 。  

 

● 宇 治 市 景 観 計 画  

   景 観 を 守 り 育 て る た め 、景 観 形 成 の 基 本 方 針 、建 築 物 や 工 作 物 の 色 彩 、

デ ザ イ ン を 審 査 す る 基 準 を 定 め た も の 。  

 

● 宇 治 市 ま ち づ く り ・ 景 観 条 例  

      ま ち づ く り へ の 市 民 参 加 、 景 観 の 形 成 お よ び 開 発 事 業 の 調 整 に 関 す る

基 本 的 事 項 に つ い て 定 め る こ と に よ り 、 良 好 な 居 住 環 境 の 整 備 お よ び 景

観 の 形 成 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 平 成 20 年 に 施 行 さ れ た 宇 治 市 の 条

例 で 、 正 式 名 称 は 「 宇 治 市 良 好 な 居 住 環 境 の 整 備 お よ び 景 観 の 形 成 を 図

る た め の ま ち づ く り に 関 す る 条 例 」。  

    

● 巨 椋 池 干 拓 田  

      宇 治 川 、木 津 川 、桂 川 が 合 流 す る 大 き な 水 域 で あ っ た が 、度 重 な る 水 害

に 見 舞 わ れ た た め 、 明 治 時 代 の 河 川 改 修 に よ り 河 川 と 切 り 離 さ れ 湖 と な

る 。  

      そ の 結 果 、 水 の 循 環 機 能 を 失 っ た 巨 椋 池 の 水 質 が 悪 化 し た こ と や 、 良

好 な 農 地 が 不 足 し て い た 昭 和 初 期 の 食 糧 事 情 に よ り 、 国 内 で 初 の 国 営 干

拓 事 業 が 行 わ れ 、 昭 和 １ ６ 年 に 干 拓 田 と な る 。  

 

● オ ー プ ン ス ペ ー ス  

公 園・広 場・河 川 な ど 、建 物 に よ っ て 覆 わ れ て い な い 土 地 、ま た は 敷 地

内 の 公 共 の 空 地 を 総 称 し て い う 。  

 

   か 行     

   ● 救 命 救 急 セ ン タ ー  

      複 数 の 診 療 科 に わ た る 重 症 重 篤 な 患 者 を 含 む 全 て の 救 急 患 者 に 対 し て 、

２ ４ 時 間 365 日 体 制 で 高 度 な 救 急 医 療 を 担 う 3 次 救 急 の 医 療 施 設 。  

      京 都 府 保 健 医 療 計 画 に よ り 、山 城 北 医 療 圏（ 宇 治 市・城 陽 市・八 幡 市・

京 田 辺 市・久 御 山 町・井 手 町・宇 治 田 原 町 ）で は 、宇 治 徳 洲 会 病 院 が 指 定

さ れ て い る 。  
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● 緊 急 輸 送 道 路  

      災 害 な ど の 緊 急 時 に 重 要 と な る 施 設 な ど（ 府 総 合 庁 舎 、市 町 村 役 場 、医

療 施 設 等 ） へ の ア ク セ ス 機 能 を 確 保 す る た め 、 広 域 的 な 交 通 機 能 を 持 つ

高 速 道 路 や そ れ ら と ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る 一 般 国 道 な ど の 幹 線 道 路 。  

京 都 府 地 域 防 災 計 画 に よ り 、 宇 治 市 域 で は 、 京 滋 バ イ パ ス 、 国 道 ２ ４

号 、主 要 地 方 道 宇 治 淀 線 、主 要 地 方 道 城 陽 宇 治 線 な ど が 指 定 さ れ て い る 。    

 

   ● 近 郊 緑 地 保 全 区 域  

   近 畿 圏 の 秩 序 あ る 発 展 を 図 り な が ら 、 無 秩 序 な 市 街 化 の 防 止 や 、 住 民

の 健 全 な 心 身 の 保 持・増 進 、公 害 や 災 害 の 防 止 、文 化 財 や 緑 地 や 観 光 資 源

等 の 保 全 な ど を 目 的 と し て 、 近 畿 圏 の 保 全 区 域 の 整 備 に 関 す る 法 律 に よ

り 、 国 土 交 通 大 臣 が 指 定 す る 良 好 な 自 然 環 境 を 有 す る 緑 地 の 区 域 。  

 

● 広 域 防 災 活 動 拠 点  

大 規 模 災 害 時 の 自 衛 隊 、 警 察 、 消 防 な ど 防 災 関 係 機 関 の 応 援 隊 の 集 結

や 全 国 か ら の 救 援 物 資 の 集 配 な ど 京 都 府 に よ る 応 急 活 動 の 拠 点 で 、 京 都

府 地 域 防 災 計 画 に 定 め ら れ て い る 。  

京 都 府 南 部 地 域 で は 、 山 城 総 合 運 動 公 園 が 指 定 さ れ て い る 。  

 

● 交 通 結 節 点  

鉄 道 の 乗 継 駅 や 、鉄 道 、バ ス 、タ ク シ ー 、自 転 車 な ど 交 通 手 段 を つ な ぐ

ほ か 、 都 市 の 拠 点 と な る 駅 前 広 場 の よ う な 施 設 。  

 

   ● コ ミ ュ ニ テ ィ 道 路  

      歩 行 者 優 先 で 、 歩 行 者 や 自 転 車 が 安 全 に 通 行 で き る よ う に 設 計 さ れ た

道 路 。  

 

   さ 行     

   ● 災 害 拠 点 病 院  

      大 規 模 災 害 の 発 生 時 に お け る 多 数 の 傷 病 者 な ど の 受 け 入 れ 拠 点 施 設 を

担 う と と も に 他 の 救 助 ・ 救 護 機 関 や 地 域 の 病 院 と 連 携 し て 広 域 的 な 医 療

支 援 活 動 を 行 う 施 設 。  

京 都 府 保 健 医 療 計 画 に よ り 、山 城 北 医 療 圏 で は 、地 域 災 害 拠 点 病 院（ 災

害 時 に 医 療 圏 毎 の 拠 点 を 担 う 施 設 ） と し て 宇 治 徳 洲 会 病 院 、 京 都 岡 本 記

念 病 院 が 指 定 さ れ て い る 。  

    

   ● 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー  

      有 限 で 枯 渇 の 危 険 性 が あ る 石 油・石 炭 な ど の 化 石 燃 料 や 原 子 力 と 違 い 、

自 然 現 象 に よ っ て 半 永 久 的 に 得 ら れ 、 継 続 し て 利 用 で き る エ ネ ル ギ ー の

こ と 。太 陽 光・太 陽 熱・風 力・水 力・地 熱 な ど を エ ネ ル ギ ー 源 と し た も の

で 、 自 然 エ ネ ル ギ ー と ほ ぼ 同 義 に 用 い ら れ る 。   
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● 市 街 化 区 域  

      優 先 的 、計 画 的 に 道 路 ･公 園 な ど の 公 共 施 設 の 整 備 を 行 い 、市 街 化 を 図

る べ き 区 域 。 一 定 の 基 準 を 満 た せ ば 開 発 行 為 や 建 築 行 為 は 可 能 。  

 

● 市 街 化 調 整 区 域  

     農 林 業 と の 調 和 や 、 自 然 環 境 の 保 全 な ど の 観 点 か ら 市 街 化 を 抑 制 す べ

き 区 域 。 一 部 の 例 外 を 除 い て 開 発 行 為 や 建 築 行 為 は 禁 止 さ れ て い る 。  

  

● 重 要 文 化 的 景 観  

「 文 化 的 景 観 」と は 人 々 の 生 活 や 生 業 と 自 然 風 土 が 時 の 流 れ の 中 で 調

和 し 、形 作 ら れ て き た 風 景 の こ と で 、平 成 16 年 の 文 化 財 保 護 法 改 正 に

よ り 、新 た に 制 度 が 創 設 さ れ て お り 、特 に 重 要 な も の を 国 が「 重 要 文 化

的 景 観 」と し て 選 定 す る 。平 成 21 年 2 月 に は 、宇 治 橋 周 辺 の 自 然・文

化 遺 産 と 宇 治 茶 の 伝 統 文 化 が 息 づ く ま ち な み が 、都 市 と し て 初 め て 重 要

文 化 的 景 観 に 選 定 さ れ て い る 。  

 

● 循 環 型 社 会  

     有 限 な 資 源 の 永 久 性 を 確 保 す る た め 、 大 量 生 産 ・ 大 量 消 費 ・ 大 量 廃 棄

の 社 会 の あ り 方 を 根 本 か ら 見 直 し 、 人 間 の 生 活 や 企 業 活 動 な ど に 伴 い 発

生・消 費 さ れ る 物 や エ ネ ル ギ ー な ど 、あ ら ゆ る も の を 資 源 と し て 循 環 し 、

さ ま ざ ま な 形 で 繰 り 返 し 利 用 す る と と も に 、 廃 棄 す る も の を 最 小 限 と す

る こ と で 、 環 境 へ の 負 荷 を 可 能 な 限 り 低 減 し た 社 会 の こ と 。  

     狭 義 に は 、 廃 棄 物 の 発 生 を 抑 制 し 、 再 使 用 ・ リ サ イ ク ル が 促 進 さ れ る

こ と で 天 然 資 源 の 消 費 を 抑 制 し て 、 環 境 へ の 負 荷 が で き る 限 り 低 減 さ れ

る 社 会 を い う 。  

 

  ● 生 産 緑 地  

 都 市 計 画 法 、 生 産 緑 地 法 に 基 づ く 地 域 地 区 の 一 種 。 市 街 化 区 域 内 の 農

地 な ど の う ち 、良 好 な 生 活 環 境 の 確 保 に 効 果 が あ り 、公 園・緑 地 な ど 公 共

施 設 な ど の 敷 地 に 適 し て い る 土 地 を 生 産 緑 地 地 区 と 指 定 す る こ と に よ り 、

農 林 業 と の 調 整 を 図 り つ つ 良 好 な 都 市 環 境 の 形 成 に 資 す る こ と を 目 的 と

し て 定 め る も の 。  

 

● 世 界 遺 産  

 1972 年 の ユ ネ ス コ 総 会 で 採 択 さ れ た 「 世 界 の 文 化 遺 産 及 び 自 然 遺 産

の 保 護 に 関 す る 条 約 (世 界 遺 産 条 約 )」に 基 づ い て 、締 結 国 の 文 化 財 や 自 然

環 境 な ど の 中 か ら 、 人 類 共 通 の 財 産 と し て 保 護 し 、 後 世 に 伝 え て い く た

め 、 世 界 遺 産 リ ス ト に 登 録 さ れ た も の 。  

本 市 で は 、 平 等 院 、 宇 治 上 神 社 が 登 録 さ れ て い る 。  
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   た 行     

● 第 ４ 次 産 業 革 命  

ビ ッ グ デ ー タ や AI（ コ ン ピ ュ ー タ ー に よ る 高 度 な 知 的 作 業 や 判 断 を す

る シ ス テ ム 。人 工 知 能 。）を 活 用 し て 生 産 等 を 自 動 化・最 適 化 す る ４ 番 目

の 産 業 革 命 。  

 

   ● 脱 炭 素 社 会  

地 球 温 暖 化 の 原 因 と 考 え ら れ る 二 酸 化 炭 素 を は じ め と す る 温 室 効 果

ガ ス の 排 出 量 を 実 質 ゼ ロ に す る 社 会 。  

 

● 地 区 計 画  

 地 区 の 特 性 に 応 じ 、公 園 、道 路 な ど の 地 区 施 設 の 配 置 ・規 模 、建 築 物

の 用 途 、敷 地 、形 態 な ど の 制 限 な ど 、良 好 な 都 市 環 境 の 維 持 ・形 成 を め

ざ す 制 度 。関 係 権 利 者 の 意 見 を 反 映 さ せ な が ら 計 画 案 を つ く り 、市 町 村

が 都 市 計 画 の 一 つ と し て 決 定 す る 。  

    

   ● 地 区 ま ち づ く り 計 画  

 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 が 、そ れ ぞ れ の 地 区 の 目 的 と す る ま ち づ く り を

実 現 す る た め に 、独 自 に 定 め る 計 画 。定 め ら れ た 計 画 は 、市 の 認 定 を 受

け た 後 に 公 表 さ れ 、 事 業 者 に も 協 力 を 求 め て い く 。  

 

   ● 特 定 生 産 緑 地  

 都 市 農 地 を 計 画 的 に 保 全 し 、良 好 な 都 市 環 境 の 形 成 に 資 す る た め 、生

産 緑 地 法 の 改 正 に よ り 新 た に 制 度 が 創 設 さ れ た 。 生 産 緑 地 の 指 定 か ら

30 年 を 迎 え る よ り 前 に 、 所 有 者 等 の 申 請 に よ り 買 取 り 申 出 が で き る 期

限 を １ ０ 年 延 期 す る も の 。  

 

● 都 市 型 居 住  

 単 に 居 住 す る 場 を 確 保 す る の で は な く 、そ こ に 交 通 、商 業 ･医 療 ･福 祉

な ど 都 市 生 活 に 求 め ら れ る 暮 ら し の サ ポ ー ト 機 能 が 備 え ら れ 、在 宅 勤 務

な ど 多 様 な ラ イ フ ス タ イ ル が 展 開 で き る 都 市 に お け る 居 住 形 態 。  

 

   ● 都 市 機 能  

 都 市 で の 人 々 の 活 動 を 支 え る 様 々 な 機 能 （ 医 療 ・ 福 祉 、 子 育 て 支 援 、

商 業 な ど ） の 総 称 。  

 

● 都 市 計 画 区 域  

市 町 村 の 中 心 の 市 街 地 を 含 み 、 か つ 、 自 然 的 ・ 社 会 的 条 件 、 人 口 ・ 土

地 利 用 ・ 交 通 量 な ど の 現 況 ・ 推 移 を 勘 案 し て 、一 体 の 都 市 と し て 総 合 的

に 整 備 、 開 発 ま た は 保 全 す る 必 要 が あ る 区 域 。  
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● 都 市 計 画 区 域 マ ス タ ー プ ラ ン  

京 都 府 が 広 域 的 見 地 か ら 、市 街 化 区 域 と 市 街 化 調 整 区 域 の 区 分 を は じ

め と し た 都 市 計 画 の 基 本 的 な 方 針 を 定 め る も の 。  

宇 治 市 、城 陽 市 、久 御 山 町 、井 手 町 域 を 宇 治 都 市 計 画 区 域 と し て 定 め

て い る 。  

 

● 都 市 計 画 道 路  

ま ち づ く り の 骨 格 で あ り 、多 様 な 都 市 活 動 を 支 え る う え で 必 要 な 道 路 。 

都 市 計 画 に お い て 定 め ら れ る 都 市 施 設 の 一 つ で 、自 動 車 専 用 道 路 、幹

線 街 路 な ど の 種 別 が あ る 。  

 

● 都 市 施 設  

 道 路 、公 園 、下 水 道 な ど 、都 市 の 骨 格 を 形 成 し 、円 滑 な 都 市 活 動 を 確

保 し 、 良 好 な 都 市 環 境 を 保 持 す る た め の 施 設 の 総 称 。  

 

   な 行     

● 農 業 振 興 地 域  

 農 業 振 興 地 域 の 整 備 に 関 す る 法 律 に 基 づ き 、農 業 の 振 興 が 必 要 で あ る

と さ れ る 地 域 。  

 

● 農 用 地 区 域  

 農 業 振 興 地 域 の 内 、宇 治 市 が 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 の 農 用 地 利 用 計 画

に お い て 定 め る 「 農 用 地 等 と し て 利 用 す べ き 土 地 の 区 域 」 の こ と 。  

 

   は 行     

● ハ ザ ー ド マ ッ プ  

地 震 、水 害 な ど 自 然 災 害 に 対 し て 、被 害 が 予 測 さ れ る 区 域 お よ び 避 難

地 等 が 記 載 さ れ て い る 地 図 。  

 

● パ ー ト ナ ー シ ッ プ  

協 力 関 係 ・ 共 同 の こ と 。こ こ で は 、ま ち づ く り を 担 う 市 ・ 市 民 ・ 事 業

者 が 、対 等 な 立 場 で 協 力・連 携 し 、責 任 や 役 割 を 自 覚 す る こ と を 通 じ て

築 い て い く 相 互 の 信 頼 関 係 を 指 す 。  

 

● バ リ ア フ リ ー  

 道 路 の 段 差 な ど 日 常 生 活 で の バ リ ア を な く し 、障 害 者 や 高 齢 者 な ど 関

係 な く 誰 も が 自 由 に 社 会 参 加 で き る よ う な 環 境 の こ と 。  

 

● 琵 琶 湖 国 定 公 園  

琵 琶 湖 を 中 心 に 、 京 都 府 、 滋 賀 県 に 広 が る 国 定 公 園 。  

本 市 域 に は 、「 宇 治 川 沿 岸 地 区 」の 一 部 が 含 ま れ て お り 、天 ケ 瀬 の ダ イ
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ナ ミ ッ ク な 景 観 を 経 て 山 城 平 野 に 流 れ 出 る ま で の 清 流 と 沿 岸 の 山 々 が

指 定 さ れ て い る 。  

 

● 福 祉 避 難 所  

災 害 時 に お い て 高 齢 者 、 障 害 者 、 妊 産 婦 等 が 避 難 生 活 を す る た め に 特

別 の 配 慮 が な さ れ た 避 難 所 。  

 

● 風 致 地 区  

 都 市 と し て の 風 致 を 維 持 す る た め 、特 に 、自 然 的 景 観 の 維 持 に 重 点 を

お き 、 条 例 で 建 築 、 土 地 造 成 な ど に 規 制 を す る 地 区 。  

 

   や 行     

● ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン  

 す べ て の 人 が 使 い や す い デ ザ イ ン の こ と を い う 。バ リ ア フ リ ー を 一 歩

進 め て 障 害 者 や 高 齢 者 と い っ た 区 分 で は な く 、誰 に で も 使 い や す い デ ザ

イ ン を め ざ す 。  

 

   わ 行     

● ワ ー ク シ ョ ッ プ  

 作 業 場 、研 修 場 の 意 味 で あ る が 、都 市 計 画 や ま ち づ く り の 分 野 で は 地

域 に か か わ る 諸 問 題 に 対 応 す る た め に 、さ ま ざ ま な 立 場 の 参 加 者 が 経 験

交 流 や 共 同 作 業 な ど を 通 じ て 、地 域 の 課 題 発 見 、創 造 的 な 解 決 策 の 考 察 、

そ れ ら の 評 価 な ど を 行 っ て い く 活 動 を 指 す 。  
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